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　1．　 目　　的

　毛髪は ， 微量元 素の 排泄器官 とし て の 役割 を 果た して

お り，毛髪中の 微量元素含量を分析す る こ とに よ り， 体

内の 黴 量 元素の 状態を 知 ろ うとす る 試み が 行わ れ て きた．

と くに 水銀な どの 汚染 の 実態を 明らか に す る た め
1）“S》

，

広範な 調 査が行わ れ，毛髪中の 元 素含有量を 指標 として

用 い うる こ とが 明らか に された．

　桜井
6，，Takeuchi7 ，”9，

，
　 Kamakurale 》11），川内1t，

， 三

笠
13，，狐塚

14）

， 丸茂
15 ，

， 今井 （準）
16）

ら に よ り，特定作

業場や環境汚染に よ る 特定の 汚染金属の 毛髪中元素濃度

｝こつ い て の み な らず，必須元素等の 分析結果の 報告が な

さ れ る よ うに な っ た，毛髪分析に よ り栄養状態を評価し ，

食生活の 指針に し よ うとの 試み もな されて い る．しか し

な が ら，そ れ らの報告は い ずれも多数の 被検者を対象と

し，その 平均値を も っ て 加齢，性別，地域，職業 な どの

傾向を 把握しよ うと した横断的研究である．

　著者らは 同
一

男子被検者 1名の 昭 和 41年か ら 平 成 2

年 に 至 る 25年 間 の 毛 髪試 料 に つ い て ，プ ラ ズ マ 発光分

光分析 （以下 ICP と略す）に よ る元素分析を行い ，加

齢お よび 健康状態 な ども含め，毛髪中微量元素 の 変動 に

つ い て 縦断的に 検討 を行 っ た．

　2． 方　　法

　（D 被 検 者

　被検者は 現在 65歳の 男性で，28歳の と きに 腎臓結核

に よ り左腎 摘出を 行 い ，35歳 の と きに 腎臓結石 に よ り右

輸尿管の 手術を 行 っ て い る．その 後日常的に は 健康 で あ

る．

　被検者 は昭 和 42 年以来，岐阜市 民 病 院，東海中央病

院， 岐阜県立健康管理病院の短期人間 ドッ ク お よ び成人

病自動化健診を受診 して い る．その 記録に 基づ く臨床検

査結果 お よ び総合判定結果を 表 L2 に 示 す．各検査方法

に つ い て は 検査結果表 に 記載されて い ない が ， 検査方法

の 変更された もの に つ い て ほ 注記されて い る．表 2 に 示

す よ うに，要精検項 目は ， 循環器系に つ い て は 心 電図に

よ る左心室肥大， 心室性期外収縮，ST −T 異常，肝 ・胆

道系に つ い て は 胆石影像の 検出 ， 腎 ・泌尿器系で は タ ン

パ ク 漏出を主 と して ， ま た 胃・
十二 指腸系は 瀑状胃， 脂

質代謝系は総 コ レ ス テ ロ
ー

ル ， その 他で は RA テ ス ト陽

性などが ある．こ れ らの うち ，循環器系は 毎回 異常 を 認

め ， 心 電図に よる ST−T 異常が 経年的に や や 悪化 して

い る との 診断 を受け て お り， 腎 ・
泌尿器 系は 折 々 尿 タ ン

パ ク 陽性の た め要精検とな っ て い る．

　毛髪分析 の 対象と した 期間 の う ち 昭和 48〜54年 ごろ

に は 尿タ ン パ ク陽性を 認め ， 本人も体の 不調を訴えて い

（53 ） 53

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

日本家政学会誌　Vol．　43　No．！ （1992）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．
ゆ

凝

畩

箋

坦

嗣
軽

蕁
昏

．
壥
怪
へ

寡

Z

踵

く
Q
盤

鬮
迦

雌

掣

伺
咲

衄

督
慧

《

遜
罵

申

．
鰹
罎
へ

気

Z

誕

く

畷
騨
趣

燦

嵐
昏

礎

桜

如

與

塩
課
郭
卦
輯

《

蠶
．

懸
罎
へ

気

凱

匯

く
野

騨
爐

喉

眠

毎

叫
督

骨

り．
の

8
一

O．
卜

8一

O ，
OO

O
．

OO

O
．

OO

O
．

OO

嶋．
嶋

8
σ亀

頃

，
O9

O．
O8一

頃．
OO

8

　

　

　

　

　

　

　

霑
畠

（一
ミ
亀o

ヨ
）

　

　

劇
製

升
へ
叩

、

丶

気

卜  ooo り

co 　．　凾　．一 eM 一巴
頃

O
 

 

頓う

．
則

 

．
g っ

崎

．
守

ON

．剛
三

〇9
鳴

oり
oう
鄲伽

飾

守【写
り
σう

O

臼

お 『9N冖 Oo6 一
一
〇
め

 

頃
 

申

，
削

O．
oo

  ．
鳴

o自
的

．［
98卜

蕊
類一曽舘O

＝

8　 comc6　 ヒ　　　　　　コー opmH
鵠
O

　

器

　

gっ．
N

　

O
．

O

　

卜

．
蝉

　

O
 

．
H

　

コ

　
一
嶋

　

O
卜

目り

　

臼
一

　

σ嚇

の

　

宇

静

彗
O

自

舘璽 r ！一〇 r申 H

 
g う

申

　

お
 

　

O
．

e耀

　

  ．
09

　

尉．
申

　

卜
O
．

O

　

め【

　

°◎
°9

　

0

冨

　

甲一

　

お

　
O
寸

蓴

も
＝

O．剛
O．
守

頃 ．
OO望

　

σう

寂

　

O ．
 

　

O．
 

　

 

．
守

　

お
．［

　

≧

　

O
頃

　

ミ
 

　

N
α う［

　

蕊

　

●oN

蓴
愚

8一

寸．一
尉 ．
守

一

．
卜

 

2

　

卜

鵠

　

O ．
印 う

　

 

．
O

　

oう．
守

　

O
  ．剛

　

ぜ一

　

◎9
卜

　

5
鉗

　

g9

空

　

N
嶋

　

ぜ
o う

静

舞
舘唱

Pう ト Qr 申
rF 　 ．　．　 ．
− o 「申 一

　

N
 

翻

　

一
．

oう

　

啅

．
O

　

◎コ

．
『り

　

一

寸，一

　

2

　

尉

卜

　

8q
う

　

尊弓

O［

　

卜

O

　

器

韋
k
寸一

　 　 骨

爵『 『『一   r申 r

　 鱒

　 骨

困 cり Ψ

卜 Ψ 一

　 骨
　 静

σ コ ocoOr

野 一噛

O
 

 

制

．
め

N［

算

黏
◎o［

彗
k
．

qっ［

鱒

弉

嗣

窰

も
頃

　
り

 円

沼
四

O ．
σ躑

望

蓴
ち．
O【

笹

言
Q
噂

言
皆

守

　

誌
一

雷
咽

h
．

σっ

二

蓴

ち．
O
斜

静

蓴
8

蓴
静

8
　

卜

彎

ON

 

尋

O［

一

2
苫 專 謬一

　倉ミミミミミ倉省な曾曾 な 曾曾i3倉

鳶驪 騰 朧 輩 鳶 灘

　 　 　 　 　 　 　 N 　 　 　 匡 　
’
く

　 　 　 　 　 　 　 Il　 g 　 lト 　 》  　 　 へ ；

竺撫 蘿1護隷 1講
（M ）

O．
卜

寸

の

．
9

卜

O
寸

卜

．
》

o噂 oつ ト ◎9？卜 　．　 ．
め 寸 2 ＄

9 蕊 『
σ i

蝉 寸
£ ＄

Oq う oco．σ｝ 　．　 ．
“ 寸 R 写

o口．
嶋

ず

o◎．
2

卜

孚
守．
守

O ，
り
寸

  ．
2

の

O
守

O．
の

O ．
嶋

や

の．
Ω

引
O
寸

O．
吩

O．
蕁

O，
9

蝉
卜

寸

守

．
Ψ

αう．
專

一
．
20

卜

守

守．
蝉

O．
享

o◎．
＝

ト

の
ず

O．
寸

「 ） − oo，a 　．　．
鳴 “ 9 專

O
．

專

O
．
20

ゆ
守

卜

．
寸

（

决
）

禦
ゐ

昏

爲

へ

占

ト

ぐ

（

弓
＼
⇔。

）

噸
丶

勧

ロ

丶

申

ぐ

（開
目
日

＼

る［
X

）

緬

簿

月
樵

（ 
日

日
＼

巴［
x

）

蘓

餐

月
皿

　

　

　

　

　

瀞

　
燵

　

白

o ト リ
oq ◎一

2 蕊一

o 卜

u50一

‡錺
一

宇 霧一

oら 凵う
no一

芋 8

寸  
ゆ 〇一一

拿 蕊
一

s8

88一

沼 8一

（

bo
出
目
日

）

　
（
頃
麟
）

（

膏
日
日

）

　
（
裡
麟
）

田

自

一 σ 》 め

り り 刳一

の

尉

O
卜

尉

響

さ 5
個沼

一

2

＝
め

O
劇

O［

28  噂

2

889

9沼
NO

［

2沼
 

O［

卜
［8e甫

O
円

黠
卜

Oお一

o ◎［8創

O【

  ooo
「丶 ごN一

（

畿
）

（

bo
出
）

（

日
り）

曜 咽 囲

呶 詮 圃

一
．

 

国

【
．一

＝

　
。 う，
80
り

　

一
．
8
の

　

9
晴
ω

　
O．
鴇
の

　

9
，

苫
の

　

凶

鬯
の

　

O ．
自
oっ

　

  ．
專
の

　

蕁
創．
孚
の

脳【
．

禦
の

暇

母

龝

電

お

国

O

8

曽

鴇

の

嶋

亭 う

O

8

O
寸

卜

寸

甲

等

軽

極

掴
郭
悵

纏
Q
榊
駆

韻
．

一

縦

盟

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

25 年間 に わ た る毛髪中微量元 素含1 変化 の ・一一例

表 2．被検者 の 臨床検査値総合判定結果

S S S S S S S S S S H H
42．12 　 48．2 　 49．2 　 50．2 　 52．2 　54，10 　 56．9 　57．10 　 60．1　 62．3 　 1．1　 　 3．且

況

系

系

系

系

系

系

系

系

系

他

状

器

器

鯔

道

謝

謝

器

　

　

　

科

二

　

代

尿

液

の

体

吸

環

　

十

胆

代

質

泌

　

　

　

　

6
　　　，　　　　
　　　　　
　

0

身

呼

循

眼

胃

肝

糖

脂

腎

血

そ

　 BB

，
　BF

　 AB

，
　BF

　 BA

，
B

　 A

AA

B

　

　

E

AB

へ

B

CA

B

 

CF

B

A

BBBAABB

BBB

BACABBB

BBB

BBCACCA

CAB

BBCABCB

AAB

BBCAAAA

BAC

BBCABCACAABBACABBAAAACBBCAABBACAABBCAABBACAB

＜ 判定区分 の 略号＞　S42，　 S　48　A ： ほ ぼ 正 常 ，
　 B ： わ ずか に 異常を 認 め る が 日 常生 活 rc差 し支 え な い

，
　 BF ：

B で 経 過 をみ る 必 要 あ り， C ： 日常 生 活 上 注 意 を 要す る ，
　 D ：治 療 な 要 す る ，

　 E ：精 密検 査 を 要 す る．　 S49 以降

A ： ほ ぼ 正 常 ， B ：軽度 の 異常，　 BF ： B で 要経過観察，　 C ： 要精検 ，
　 CF ： 3 カ 月以 内 に 精検 の 必 要 あ り ，

　 D ：要

治 療

た．昭和 侶 年に は検査結果 よ り指示 を受け， 数週間通

院治療を受け た が ， 状態が改善され な い た め 通院を中止

し，漢方の 牛黄 ， 田七 人参 ， 麝香の 服用を 絖 け， 自覚的

に 良好な状態に 至 っ た が ， 平成 3 年 に は や や 疲労感を訴

えて い る．

　 （2）毛髪の 採取部位 ， 採取方法

　 被検者は，調髪を自宅 で 行 い 試料の 収集を行 っ て きた

が，禿 頭 で 毛髪 量 が 少 な く，ま た 本 人 お よび 家 人 の 都 合

に よ る 調髪期間 の 不 同 と， 試料量 の 多寡が あ り，量的に

分析対象とな りえ ぬ もの もあ っ た．分析対象 と した 試料

数 は 童29で ， その 試料数を年次別 ， 季節別 に 表 3に 示 す．

　（3）分析条件

　1） ICP

　分析 は ICP に よ っ て 行 っ た．　 Fe
，
　Mn

，
　Zn

，
　Ba

，
　Sr

，
　Cu ，

A1
，
　Ca

，
　Mg

，
　Neq　P

，
　K の 12元素 に つ い て 検討 を行 っ た．

ICP の 測定条件は 下記の とお りで あ る．

　機種 ：ICAP −575　MARK 矼 （日本 ジ ャ
ーレ ル ア ッ シ ュ

  ）， 周波数 ： 27．12MHz
， 出カ コ 1．6kW

， 冷却 ガ ス ：

Ar 　16t／min
， プ ラ ズ マ ガ ス ：Ar 　O．　61／min

， サ ン プ ル ガ

ス ： Ar 　O．　44　i／min ，試料吸 い 上 げ量 ： 1ml ／min
， 積分

時間 ： 7秒， ス リ ッ ト幅 ： 入 口25　Stm， 出口 25　−tm ， ネ フ

ラ イ ザ ー： ク ロ ス フ ロ ーネ フ ラ イ ザー．

分析 元 素

FeMn

波長
（n 皿 ）

238．2257

．6

光　電　子

倍 増 管電 圧 （V ）

　 　 740

　 　620

跏

恥

翫

α

湿

伽

晩

晦

pK

213．9455

．4407

．8324

．8396

．2369

，8279

．6589

．62

且3．6769

．9

670620700860850305345

麟

870980

（K の み 出 力 LOkW ，サ ソ プル ガ ス O．　53　t／rnin ．）

　共存 イ オ ン に よ る干渉を取 り除くた め ，Wingei7 ｝

らの

条件 に 従 い，干渉の 少な い 分析線を用 い た ，また ，こ の

分析線を 用 い て内部標準法に よ り定量 可能で あ る こ とを

確認 し た．

　2）　毛髪の 前処理条件

　毛髪中元素の 測定に 及ぼす 洗浄条件な どの前処理 に よ

る 影響が 知 られ て い る
7）14⊃15》IS）IS｝

の で，用 い る 中性洗剤

濃度 とそ の 浸漬時間に よる影響をあらか じめ検討し前処

理条件を決定 した．す な わ ち，被検者とは別 の 20歳 の

健康な女子の 毛髪の 一定部 分の 約 2cm を取 り，
5mm

程度に切 りよ く混合後中性洗剤処理 を 行 っ た．中性洗剤

と L て は 界面活性剤 と して ア ル キ ル エ
ー

テ ル 硫酸エ ス テ

ル ナ ト リ ウ ム と脂肪酸 ア ル カ ノ ール ア ミ ドを主 成分 とす

る花王   の 無 リン 合成洗剤を 用い た．中性洗剤処 理 は毛

（55 ） 55
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表 3．年次別 ， 季節別分析 samplc 数

季 　　節
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計 26353496743477767644645 　7312982

髪約 lg ず つ を 0．2，1，5 ％液 を用 い ，それぞれ 30分，

12時間，24 時間浸漬し，洗浄，風乾後，60℃ で 8時間

乾燥 し，デ シ ケ
ー

タ ー中に 保管 した，同
一

洗浄条件 に よ

る 試料を 2 分割 し，二 つ の 分析試料 と し た ．また 中性 洗

剤処 理 を 行 わ な い もの も分析試料に 加 えた，

　 こ の 約 0．59 を 精秤 し，パ イ レ
ッ ク ス 製試験管 に取 り，

試薬特級硝酸 （和光純薬工 業，有害金属測定用）4ml を

加え，一夜静置 した の ち，90〜130℃ の 砂浴中で 加熱分

解した．分解終了後イ オ ソ 交換精製蒸留水 を加 え て希釈

し，東洋濾紙 No．5C で ろ過水洗 し，定容 と した，こ れ

を 試料 と し て 用 い ICP に ょ っ て 測定 した．

　測定結果は 対照と して 検体を 加 えず，同様 に 硝酸分解

操作を行い ，試料 の 測定値か ら対照試験の 値を差 し引い

て 検体中濃度を乾燥重量あた り の 含有量 （pg／g）と し た ．

測定結果を 図 1に 示す．

　中性洗剤の 原液を ICP に よ り分析 した．分析の 結果，

中性洗剤の Na 含量 は 12
，
　OOO　Ptg／9 と きわめ て 高い が ，

Mg ，　K ，　Ca に つ い て は 1，000　P9／9，240 μ9／9，10 μ9／9 程

度で あ り，そ の 他に つ い て は 検出限界以 下で あ っ た．

　図 1 に 示 す よ うに ， 中性洗剤の 洗浄に よ り毛髪中成分

が減少す る もの は K
，
Mg ，　Al ， 増大す る もの は Na

，
　Zn，

P で ，
Na ，　Mg は 濃度依存的OC増大 し，中性洗剤よ りの

毛髪中 へ の 浸透 で ある こ とを 認め た．K ，　Al の 減少は 濃

度依存性が 認め られ な い の で ， 汚染物の 除去 と考え られ

る．濃度 お よ び 浸演時間に よ る 変動を や や 認め る もの も

あ るが ， 長期保存に よ る汚染物をで きるだけ除去す るた

め に ， 5 ％ ， 24時間洗浄 と した，5 ％，21時間洗浄に よ

る 二 つ の 試料 の 変動 は 少な く，こ の 条件 の も の を 分析試

料 とした，

　3． 結　　県

　検体の 採取期間が 不同である の で ， 各試料の 分析値は

春 （3〜5 月）， 夏 （6〜8 月）， 秋 （9〜11月），冬 （12〜

2 月）に ま とめ て ，同
一季節に 複数試料 の あ る もの は 分

56

析値の 平均値を求め ，そ の 82 の 分析値を図 2〜8に 示 し

た，

　4． 竜　 　察

　毛髪中元素の 分析値に つ い て の 報告は ，い くつ か み ら

れ
5）『16，

， 日本人毛髪の 重金属濃度に つ い て は ， 地研全国

協議会環境保健部会頭髪重金属研究班の 全国的な規模に

よ る広範な調査5） に よ り地域差 は認め られ て い る が，今

井 （準）16》は ， 岐 阜県下 の 265名 （年齢 2〜82歳） の 毛

髪分析を Cd，　Cu，　Pb，　Zn，　Mn ，　Hg ，
　Ceq　Mg の 8元素に

つ い て 行 っ て ，岐阜県に お け る 正常値 と して 提案して い

る の で考察に は こ の 値を参考 と した．

　図 2〜8 に 示 した 毛髪中微量元素間 に お け る相関関係

を 表 4 に 相関行列 と して 示 す．

　 1％ の 危険率 で 有意な相関性を示 し tcの は Na−Mg ，

Sr−Ca，　Na−K，　Al−Ba，　K −M4 　Mg −K ，　Ca −Zn
，　Na −Mn ，

Mg −Mn
，
　Fe−Mn

，
　Sr−Al で ， 同族元素に 類似傾向を 示 す

もの が多い が，同族元素に 属 さない もの で も類似傾向の

高い もの が あ っ た ．

　毛髪中の
，
Na ，　 Mg 含有量が 減少 し た 時期 と一致 して

臨床所見の 悪化 が み られ ， それ らが 回復す る時期と一致

して臨床所見が 改善 し，病勢と の 関連が あ る と考えた．

健康状態の 良好なときの Na 濃度 は，対照 と した 20歳，

健康な女子の 5％ 24時間洗浄値 に 近 い が ， 臨床所見悪

化時に は 低下して い る こ と は ， 合成洗剤よ りの 毛髪中 へ

の 移行が 困難な毛髪状態 とな っ て い る こ と も推察され る．

こ の 点に つ い て は今後の 検討に 待 ちた い ．

　 K に お い て も Na，　Mg と類似 した 傾向を示 した が，30

μg／g か ら 10pg／g へ の 減少 で あ り， 濃度的に は N4

Mg の 変動の ほ うが著し い ．被検者は こ の 不 調期間中腎

機能 と と もに 心 電図の 異常を示 して い た．

　狐塚
u ）

ら， 丸茂15》
らは ，

Na ，　K は洗髪に よ り減少し，

汗 に よ り供給されるこ とを示 して い る．被検者の洗髪状

況は と くに 変動なく行 わ れ て きた が ， 平成元年以降の

（56 ）
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図 2・毛髪中Na ，Mg お よび K 含量 の 経年変化 （P9／9）
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図 3．毛髪申 Ca 含量 （μg／g）と Ca ：Mg 比 の 経年変化
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図 4．毛髪中 P含量 （μg／g）と Ca ： P 比の 経年変化

　

　

　

　

Fe 　

　

図 5．毛 髪中 Fe 含t の 経年変化 （ρg／g）

N 馬 K の 減少は こ の 時期 に な っ て毎朝洗髪を行 うよ うに

な り ， こ の 影響を受けて い る こ と も考えられ る．しか し，

洗髪 の 影響が 顕著で な い と され て い る
15冫Mg も低下 して

い る の で，図 2 に 示 す 変動 は 汗お よ び洗髪に よ る変動の

みで なく，健康状態との 関連を示唆するもの と考え る．

実際に 平成3 年に な っ て 自覚的 に 疲労を 感 じ る よ うに な

っ て い る．

　今井 （準）
16，

は ， 岐阜県の 男子の Ca 量 は お もに 100〜

700　Pt9／g と示 して い る ．被検者 で は 300〜500μg／g に

分布し ， や や 高め で あ っ た．今井 （準）
ls，tt　10〜29歳に

高い ピーク を もち ， 加齢と ともに 減少す る として い る．

被検者で は ， 測定値 10 に つ い て の 移動平 均 を 求め た と

こ ろ， 図 9 の よ うVc　55歳以降の 減少傾向が 認め られた．

　Ca ： Mg 比 （重量比） に つ い て ，今井 （良）te，，　Karna・

kurai°，
は 8 ： 1 と して い る が，被検者で は，図 3に 示 す

（58 ）
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図 8．毛髪中 Al お よ び Ba 含量 の 経年変化 （μg／g）

表 4．元素間の 相関行列

Fe Mn Zn Ba Sr Cu AlCaMgNa P K

恥

晦

血

血

翫

α

祖

伽

晦

mpK

　 1．oooO

．336林 L  

一
〇．226　　− 0．039　　　1，00〔D

α 0330 ．277 − 0．1021 ． 
一

〇．189　　　0．142　　
− 0．064　　0．148　　　1． 

　0．253寧　　0．225宰
　一〇．204　　0．01 且　一〇．125　　　1． 

　0．234導　　0．264　　− 0．179　　0．518寧寧 0．287喉寧　 α OI8　　1． 
一〇．465　　　0．079　　　0．442窄零

　0．051　　0．600寧嬢 一〇．222　　0．131　　 1．000
0．1020 ．360＊ “ 0脚 0，0620 ．0120 ．Ol60 ．1290 ，157　 L  

　0．020　　　　0．393率率
　　0，066　　　0．111　− 0．015　　翻一〇．014　　　0．建04　　　0，120　　　0．927串療

　1． 

　0．276零
　
一

〇．166　　　0，252＊ − 0．132　− 0．073　　　0．043　− 0．238　− 0．283　− 0．531　− 0．520　　　1． 

　0．265零　　0．501＊事　0．052　　0．273零 一〇．069　　− 0，001　　0．218噛一〇，069　　0．494孝串　0．567率寧一
〇．065　　　1． 

躍 ＝82，　事 p＜0LO5
，　串寧

ρ〈 α 0且
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表 5．毛髪中元素含量の 季節変動

Zn 　（μ9／9）

春 夏 秋 冬

一
v

“ “ v
・
一一A ・・

一一
・
v ．一

　 200
　 　 　昭和　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　平 成
　 　 　 42　　44　46　　4S　　50　　52　 54　　56　　58　60　　62　　元

図 9．毛髪中 Ca 含t の 移動平均 （測定値 10）（μg／g）

よ う”：　1 ： 1 と 25 ：1 とい う相違 す る 2群 の 存在 が 示 さ

れ た．Mg 量が高い 期間 とともに 低い 期間が存在した こ

とは 健康指標と して 注目すぺ きこ とで ある．

　Ca ： P 比 に つ い て 今井 （良）co
》
は 3 ： 1程度を 正常値 と

して い る．被検者で は 図 4 に 示す よ うに 2．5 程度 で あっ

た もの が，昭和 63 年以降 P 濃度が 高 くな っ た た め， 1

以 下｝こ低下 した．一般的に ，腎機能障害者に は 血中 P濃

度の高濃度化と血中 Ca 濃度の 低下が 認め られ る．こ の

時期に は強 い タ ン パ ク漏出が 認め られ て い る．

　今井 （良 ）
tO｝bt毛髪中 Fe の 減少は 血液中 の ヘ モ グ ロ

ビ ソ の 減少 に 先だ っ て 認め られ る こ とを報告し て い る が ，

被検者 で は 図 5に 示 す よ うに，昭和 48 年，昭和 54年お

よび 平成元年 の 尿タ ソ パ ク 漏出期 に 先 だ っ て
， 毛髪中 Fe

濃度の 減少が 認め られ る．今後 こ れが 前駆的現象と して

の 意義 が 認め られ るか 否 か を 検討 し た い ．

　川内
12）

は 40歳代の 男性 と60歳代の 男性の 平均値を比

ぺ
，
Zn は 加齢で減少す る と し，今井 （準）

Is》
は岐阜県下

の 男子に つ ぎ，Zn が 12歳 を変曲点 と して減少 に 向か う

こ とを Petcringti）の 結果 と同様 に 示 し ， また 60 歳代で

再 び高濃度化す る として い る．図 6 に 示す被検者 に つ い

て も加 齢 に よ る Zn の 減少傾 向の の ち，60歳 で 増大傾向

を示 した．

　Mn は ，加齢で 増大す る とい う川内
魄 ）

と，減少す る と

い う今井 （準）1e
）
の 報告がある が，被検者 で は減少 した．

Sr は若干増加傾向 に あ り，川内
lt）

の 結果とは逆 の 傾向

を 示 した．図 7に 示すよ うに ，CU は 9〜 14pg／g の 範

囲に ある こ とが多か っ た．

　今井 （良）
2°，

は ，
Al は 20〜40μ9／9 を多い 範囲として

い る が ， 図 8 に 示 す よ うに 被 検 者 で は A1 が突出的な 高

い 値を示 す こ とがある．こ の Al の 変動要因 は 明瞭で な

く，季節的特徴も示 して い な い ．AI は ア ル ツハイ v 一

病 の 原 因物質 と し て 注 目す る研究者 もあ りZZ）ts｝
， 高濃度

を 示 す原因を 明らか に す る こ とは 今後の 重要な課題 とな
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分散分析表

変動更因 変　動　　 自由度　 不 偏分散 Fo

TATeAT 35，　925．1

55，872．2

91，797．3

38

亘

　

78

11，975．0

　 716．3　　16．7寧＊

串串
ρ＜α 01

ろ う．

　Ba は ，
0，5〜L5 μg／g の範囲に あ り， 時に突出的に

高い 値 を示す．Ba の 分析値は み ら れ ず比較しに くい が，

被検者 で は 尿 タ ソ バ ク 漏 出期 を 含 む の で，今後の 検討 に

待ちた い ，

　三 笠
13｝

は 季節変動 の 認め られ る 元素 と し て ，
K

，
　Ceq

Mn ，　Mg ，　P を 報告 し て い る の で ，被検者 に つ い て も全期

間を対象 と した 各元素 の 季節平均値の 差の 検定を分散分

（60 ）
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25年間 に わ た る 毛 髪中微量元 素含 t 変 化 の 一一例

析に よっ て行 っ た．そ の 結果，季節変動 tc有意差 の 認め

られ た の は，表 5に 示 す よ うIC ，
　 Zn の み で あ っ た．　 Zn

に つ い て は 三 笠
13，

は 検討 して い ない が，被検者で は 春，

夏に 高 く，秋，冬に 低か っ た，こ の 意義に つ い て は 今後

の 検討に 待 ちた い ．

　5， 結　 論

　同
一
被検者の 25年間の 毛髪中微量元素含量の 変化 に

つ き，そ の 臨 床検査結果 との 関連に つ い て 考察 した．

　被検者の 健康状態 の 変動 ， と くに 尿 タ ン パ ク陽性 と同

時期 に お け る Na ，　P，　Mg お よ び Fe の 変動が 認め られた ．

同一
被検者 の 長期 に わ た る健 康状態 との 関連 に つ い て 検

討した もの は な い の で ， 今後毛髪中微量元素含量 の 意義

に つ い て 解析す る の に 重要な示唆を与え た もの と考 え る．

　本実験 を実施するに あた り ， 実験に 協力された 働岐阜

県公衆衛生検査セ ソ タ
ー
環境保全課主 任山田 雅英氏に お

礼 申 しあげ る．また 統計 処 理 に つ き ご助 言 を 賜 っ た岐 阜

市立 女 子短期大学中島順一助教授に 感謝す る．

　な お 本研究の 概要は 平成 2年度 日本家政学会中部支部

第36 回総会に お い て 発表 し た．
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